
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
科

会
名

趣
旨

・課
題

分
散

会
名

座
　

　
長

１
－

Ⅰ
：
ユ

ニ
ッ

ト
型

を
中

心
に

※
調

整
中

　

１
－

Ⅱ
：
従

来
型

を
中

心
に

大
阪

　
弥

栄
の

郷

施
設

長
　

村
瀬

　
愛

　

１
－

Ⅲ
：
行

動
障

害
が

あ
る

認
知

症
の

方
の

ケ
ア

を
中

心
に

北
海

道
　

フ
ル

ー
ツ

・
シ

ャ
ト

ー
よ

い
ち

副
施

設
長

　
本

荘
　

頼
賢

　

１
－

Ⅳ
：
認

知
症

を
含

む
身

体
的

重
度

の
方

の
ケ

ア
を

中
心

に

群
馬

　
誠

の
園

園
長

　
山

口
　

千
春

　

２
－

Ⅰ
：
栄

養
サ

プ
リ

メ
ン

ト
を

中
心

に

山
形

　
と

か
み

共
生

苑

主
任

栄
養

士
　

岩
原

　
道

代
　

２
ー

Ⅱ
：
他

職
種

と
の

連
携

、
チ

ー
ム

労
働

新
潟

　
む

つ
み

荘

管
理

栄
養

士
　

山
崎

　
正

則

３

施
設

の
暮

ら
し

の
中

で
医

療
・
健

康
管

理
を

考
え

る

特
養

に
お

い
て

も
感

染
症

の
対

応
が

よ
り

求
め

ら
れ

る
状

況
に

な
っ

て
い

ま
す

。
又

現
在

も
重

度
化

が
進

行
し

て
い

ま
す

が
、

今
後

特
養

の
役

割
も

重
度

者
の

受
け

入
れ

に
シ

フ
ト

し
て

い
く
方

向
が

考
え

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

中
で

改
め

て
次

の
課

題
に

つ
い

て
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
・
特

養
に

お
け

る
健

康
管

理
の

あ
り

方
、

生
活

を
支

え
る

看
護

の
役

割
や

あ
り

方
と

介
護

職
と

の
連

携
や

課
題

・
重

度
化

、
少

な
い

看
護

配
置

の
中

で
特

養
の

医
療

の
あ

り
方

と
医

療
機

関
と

の
連

携
・
感

染
症

に
対

す
る

と
り

く
み

・
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

を
中

心
と

し
た

取
り

組
み

 等
を

検
討

し
ま

し
ょ

う
。

３

富
山

　
し

ら
い

わ
苑

施
設

長
　

小
西

　
乃

里
子

　

２
施

設
の

暮
ら

し
の

中
で

食
を

支
え

る

重
度

化
に

伴
う

食
形

態
や

ユ
ニ

ッ
ト

ケ
ア

体
制

に
お

け
る

現
場

調
理

等
、

ま
た

栄
養

ケ
ア

マ
ネ

－
ジ

メ
ン

ト
や

療
養

食
加

算
の

算
定

が
は

じ
ま

り
施

設
に

お
け

る
食

の
形

態
や

あ
り

方
も

複
雑

さ
を

ま
し

て
い

ま
す

。
利

用
者

の
立

場
に

た
っ

た
食

事
の

あ
り

方
の

実
践

を
も

ち
よ

り
な

が
ら

次
の

課
題

に
つ

い
て

も
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
・
栄

養
ケ

ア
マ

ネ
－

ジ
メ

ン
ト

の
開

始
に

よ
っ

て
利

用
者

の
健

康
管

理
に

果
し

て
い

る
役

割
や

成
果

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

に
お

け
る

他
職

種
と

の
連

携
・
介

護
報

酬
の

改
定

が
食

の
提

供
に

及
ぼ

し
て

い
る

影
響

や
経

営
的

側
面

（
直

営
・
委

託
と

も
）
か

ら
の

影
響

・
ひ

と
り

ひ
と

り
に

あ
わ

せ
た

食
の

提
供

の
工

夫

２
１

・
老

福
連

　
第

8
回

職
員

研
究

交
流

集
会

 ｉ
ｎ

 （
大

阪
）
　

分
科

会
一

覧
案

　
　

　
＜

１
１

分
科

会
２

０
会

場
＞

１
施

設
で

そ
の

人
ら

し
い

暮
ら

し
を

支
え

る

今
後

施
設

の
在

り
方

そ
の

も
の

が
変

え
ら

れ
、

ま
す

ま
す

重
度

の
方

が
増

加
し

て
い

く
こ

と
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
く
ら

し
の

場
と

し
て

入
居

者
自

身
が

お
互

い
の

関
わ

り
や

暮
ら

し
を

ど
う

つ
く
っ

て
い

る
か

の
実

践
等

を
も

ち
よ

り
重

度
化

し
て

い
く
中

で
の

特
養

の
く
ら

し
の

あ
り

か
た

を
検

討
し

ま
し

ょ
う

。

・
重

度
化

、
医

療
処

置
の

増
加

、
厳

し
い

人
員

体
制

の
中

で
工

夫
し

な
が

ら
そ

の
人

ら
し

い
暮

ら
し

を
さ

さ
え

る
実

践
・
重

度
の

方
の

そ
の

人
ら

し
さ

を
大

切
に

し
た

実
践

報
告

・
体

制
的

に
創

意
工

夫
し

な
が

ら
す

す
め

て
い

る
ユ

ニ
ッ

ト
、

グ
ル

－
プ

ケ
ア

の
実

践
・
ユ

ニ
ッ

ト
・
グ

ル
－

プ
ケ

ア
で

入
居

者
や

職
員

は
ど

う
変

っ
た

か
・
特

養
に

お
け

る
認

知
症

高
齢

者
に

対
す

る
支

援
・
身

体
拘

束
廃

止
の

と
り

く
み

助
言

者

神
奈

川
　

緑
陽

苑

施
設

長
岸

田
　

孝
史

東
京

　
マ

イ
ホ

ー
ム

新
川

施
設

長
繁

田
　

正
人

愛
知

　
蒲

郡
眺

海
園

施
設

長
早

川
　

昌
宏

白
梅

学
園

短
期

大
学

教
員 森

山
　

千
賀

子

京
都

　
社

会
福

祉
法

人
七

野
会

栄
養

部
部

長
森

島
　

静
子

島
根

　
ひ

ま
わ

り
園

施
設

長
　

常
陸

　
実

東
大

阪
生

協
病

院

副
院

長
橘

田
　

亜
由

美

４
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
あ

り
方

を
考

え
る

国
は

地
域

で
住

み
続

け
る

上
で

多
様

な
住

ま
い

の
構

築
を

う
た

っ
て

お
り

、
ケ

ア
付

き
住

宅
、

有
料

老
人

ホ
－

ム
、

有
料

賃
貸

住
宅

等
様

々
な

形
態

の
住

宅
が

民
間

の
手

で
ど

ん
ど

ん
つ

く
ら

れ
て

き
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
動

向
の

中
で

老
人

福
祉

法
上

に
位

置
づ

け
ら

れ
る

ケ
ア

ハ
ウ

ス
の

存
在

意
義

は
何

か
、

安
心

の
住

み
家

と
し

て
今

後
の

ケ
ア

ハ
ウ

ス
を

ど
う

考
え

て
行

け
ば

よ
い

の
か

、
終

い
の

施
設

に
な

り
え

る
の

か
。

実
践

を
も

ち
よ

り
ま

し
ょ

う
。

・
特

定
施

設
問

題
・
重

度
化

へ
の

対
応

、
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
機

能
・
医

療
・
福

祉
・
地

域
と

の
連

携
の

実
践

・
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
相

談
機

能
、

利
用

者
の

状
況

か
ら

み
え

る
ケ

ア
ハ

ウ
ス

の
役

割

４

新
潟

　
ケ

ア
ハ

ウ
ス

穂
波

の
里

法
人

事
務

局
長

　
上

杉
　

あ
さ

子

宮
城

　
宮

城
野

の
里

施
設

長
　

小
野

　
と

も
み



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分
科

会
名

趣
旨

・
課

題
分

散
会

名
座

　
　

長

５
－

Ⅰ
：
シ

ョ
ー

ト
の

と
り

く
み

を
中

心
に

兵
庫

　
甲

寿
園

副
施

設
長

　
川

内
　

光
子

新
潟

　
あ

施
設

長
　

川
瀬

５
－

Ⅱ
：
デ

イ
の

と
り

く
み

を
中

心
に

愛
知

　
す

こ
や

か
の

里

施
設

長
　

高
部

　
ゆ

か
り

副
施

設
　

阿

６

養
護

老
人

ホ
ー

ム
の

制
度

転
換

へ
の

対
応

と
役

割
を

考
え

る

新
制

度
移

行
後

２
年

が
経

過
し

そ
の

具
体

的
な

影
響

や
諸

課
題

に
つ

い
て

大
い

に
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
全

参
加

施
設

の
発

表
を

期
待

し
ま

す
。

・
新

制
度

移
行

後
の

影
響

、
課

題
、

実
践

・
自

治
体

へ
の

問
題

提
起

等
の

実
践

・
高

齢
者

福
祉

を
守

り
、

拡
充

す
る

視
点

か
ら

養
護

老
人

ホ
－

ム
の

あ
り

方
や

実
践

事
例

６

長
野

　
ハ

ー
ト

ヒ
ル

川
路

事
務

長
　

西
田

　
克

美

東
京

　
信

愛

前
施

設
　

関
　

７
－

Ⅰ
：
ホ

ー
ム

ヘ
ル

プ
サ

ー
ビ

ス

静
岡

　
芳

川
の

里

施
設

長
　

宮
形

　
淳

金
沢

大

教
員

　
森

山

７
－

Ⅱ
：
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

ケ
ア

山
形

　
と

か
み

楽
生

苑

苑
長

　
横

山
　

雄
治

ホ
ー

ム
　

永

７
－

Ⅲ
：
地

域
包

括
支

援
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
・
居

宅
介

護
支

援
事

業

東
京

　
泉

苑
ケ

ア
セ

ン
タ

ー

セ
ン

タ
ー

長
　

武
田

　
恵

福
祉

・
介

護
か 事

務
局

　
日

７
地

域
で

暮
ら

し
続

け
る

（
ホ

－
ム

ヘ
ル

プ
サ

－
ビ

ス
）

ホ
ー

ム
ヘ

ル
プ

サ
ー

ビ
ス

も
制

度
改

定
の

大
き

な
影

響
を

う
け

ま
し

た
。

２
年

が
経

過
し

て
改

め
て

利
用

者
、

家
族

に
対

す
る

影
響

を
直

視
し

、
そ

れ
を

ど
う

の
り

こ
え

て
き

た
か

、
ま

た
地

域
の

ヘ
ル

パ
－

が
ど

う
連

携
し

な
が

ら
実

践
の

交
流

や
社

会
的

地
位

の
向

上
，

地
域

づ
く
り

に
む

か
っ

て
い

る
か

、
経

験
を

も
ち

よ
り

討
議

し
ま

し
ょ

う
。

・
制

度
改

定
の

影
響

と
と

り
く
み

・
質

の
向

上
の

と
り

く
み

・
サ

－
ビ

ス
提

供
責

任
者

の
役

割
・
ネ

ッ
ト

ワ
－

ク
や

地
域

づ
く
り

の
と

り
く
み

（
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

）
2
0
0
6
年

度
よ

り
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

と
小

規
模

多
機

能
型

施
設

は
地

域
密

着
型

サ
－

ビ
ス

と
位

置
づ

け
ら

れ
ま

し
た

。
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

は
全

国
的

に
数

が
急

増
す

る
中

で
そ

の
質

も
と

わ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

で
ど

こ
ま

で
ケ

ア
す

る
の

か
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

と
地

域
と

の
か

か
わ

り
・
グ

ル
－

プ
ホ

－
ム

な
ら

で
は

の
援

助
実

践
　

等
を

話
し

あ
い

ま
し

ょ
う

（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

－
・
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
・
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

）
制

度
改

定
か

ら
２

年
が

経
過

し
た

中
で

地
域

づ
く
り

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
困

難
事

例
へ

の
対

応
や

公
的

責
任

の
問

題
等

経
験

を
持

ち
寄

ち
よ

り
ま

し
ょ

う
。

・
実

践
の

経
験

交
流

・
連

携
の

課
題

・
地

域
の

課
題

等

５
在

宅
生

活
を

支
え

る
デ

イ
・
シ

ョ
ー

ト
事

業

住
み

な
れ

た
地

域
で

住
み

続
け

る
こ

と
の

要
求

が
強

ま
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
介

護
予

防
が

制
度

化
さ

れ
介

護
予

防
に

対
す

る
関

心
も

高
ま

っ
て

い
ま

す
。

一
方

国
は

政
策

的
に

も
施

設
か

ら
在

宅
へ

と
転

換
し

て
き

て
お

り
、

療
養

型
の

削
減

で
今

後
重

度
の

在
宅

者
が

増
加

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

制
度

改
定

か
ら

２
年

が
経

過
し

新
し

い
制

度
に

対
す

る
と

り
く
み

と
共

に
在

宅
生

活
を

支
え

る
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

の
あ

り
方

を
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
（
共

通
し

て
）

・
ケ

ア
マ

ネ
と

事
業

者
と

の
関

わ
り

、
及

び
事

業
者

間
の

連
携

・
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

を
利

用
す

る
こ

と
で

利
用

者
や

家
族

は
ど

の
よ

う
に

支
え

ら
れ

て
い

る
か

、
ま

た
変

化
し

た
か

・
特

色
あ

る
デ

イ
や

シ
ョ

－
ト

の
と

り
く
み

・
デ

イ
、

シ
ョ

ー
ト

を
一

体
的

に
取

組
ん

で
い

る
所

の
実

践
事

例
（
シ

ョ
－

ト
）

・
多

様
な

利
用

目
的

に
対

応
し

て
本

人
、

家
族

の
ニ

－
ズ

に
ど

う
応

え
て

い
る

か
・
シ

ョ
－

ト
に

お
け

る
個

別
的

援
助

と
は

・
事

故
防

止
の

取
り

組
み

・
業

務
の

工
夫

改
善

　
等

（
デ

イ
）

・
介

護
予

防
の

と
り

く
み

や
そ

の
効

果
・
個

別
機

能
訓

練
、

口
腔

ケ
ア

、
栄

養
マ

ネ
－

ジ
イ

メ
ン

ト
の

と
り

く
み

・
家

族
と

の
連

携
、

家
族

に
対

す
る

相
談

、
援

助
・
デ

イ
に

お
け

る
各

職
種

の
役

割
の

取
り

方
と

連
携

助
言

者

し
ぬ

ま
荘

　
裕

大
阪

　
結

い
の

里

長
倍

　
裕

一
郎

寮

長
道

子 学 　
治

愛
媛

　
ア

ン
ジ

ュ
ー

ル
と

も
の

家

長
和

　
淑

子 オ
ン

ブ
ズ

ネ
ッ

ト
お

お
さ

長
下

部
　

雅
喜

７
－

Ⅳ
：
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビ
ス

京
都

　
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
上

総

セ
ン

タ
ー

長
　

小
泉

　
徳

芳

兵
庫

　
き

ら
く
え

ん
倶

楽
部

大
桝

町

管
理

者
　

菊
池

　
貴

美
香

・
介

護
予

防
、

ネ
ッ

ト
ワ

－
ク

づ
く
り

、
権

利
擁

護
、

困
難

事
例

の
対

応
、

行
政

と
の

関
係

等
・
介

護
保

険
改

定
の

影
響

や
そ

れ
に

対
す

る
と

り
く
み

（
小

規
模

多
機

能
）

小
規

模
多

機
能

型
サ

－
ビ

ス
は

地
域

で
く
ら

し
続

け
る

た
め

の
サ

－
ビ

ス
と

し
て

制
度

化
さ

れ
と

り
く
み

が
始

ま
っ

て
い

ま
す

。
制

度
と

し
て

は
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
あ

り
施

設
を

つ
く
っ

た
経

過
や

と
り

く
み

、
課

題
等

を
報

告
、

検
討

し
あ

い
ま

し
ょ

う
。



 
 
 
 
 

 
 

 

 
 分

科
会

名
趣

旨
・
課

題
分

散
会

名
座

　
　

長
助

言
者

８

安
全

・
安

心
と

生
活

リ
ス

ク
の

共
有

―
事

故
防

止
の

と
り

く
み

を
中

心
に

―

生
活

施
設

の
中

で
リ

ス
ク

と
の

共
有

は
避

け
ら

れ
ま

せ
ん

利
用

者
・
家

族
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

、
安

心
・
安

全
を

ベ
－

ス
に

し
た

生
活

を
築

い
て

い
く
上

で
事

故
防

止
の

と
り

く
み

は
か

か
せ

ま
せ

ん
。

介
護

事
故

を
中

心
に

、
論

議
を

深
め

ま
し

ょ
う

。
・
発

生
し

た
事

故
事

例
か

ら
学

ん
だ

こ
と

・
ヒ

ヤ
リ

・
ハ

ッ
ト

の
と

り
く
み

・
転

倒
防

止
の

工
夫

・
施

設
の

事
故

防
止

の
と

り
く
み

や
体

制

８
広

島
　

く
す

の
木

苑

※
調

整
中

東
京

　
み

や
ま

大
樹

の
苑

施
設

長
　

相
羽

　
孝

昭

９
施

設
で

事
務

職
員

が
果

た
す

役
割

を
考

え
る

事
業

の
多

様
化

、
制

度
改

定
、

経
営

の
き

び
し

さ
等

の
中

で
、

施
設

運
営

の
実

務
の

要
と

し
て

そ
の

役
割

は
重

要
さ

を
ま

し
て

い
ま

す
。

又
地

域
と

の
関

係
で

組
織

能
力

も
問

わ
れ

て
き

て
い

ま
す

。
管

理
部

門
を

対
象

に
情

報
交

換
し

な
が

ら
事

務
の

役
割

を
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
・
事

務
部

門
の

果
た

す
役

割
・
事

務
業

務
に

係
わ

る
具

体
的

テ
ー

マ
の

実
践

事
例

・
事

務
業

務
の

効
率

化
・
事

務
部

門
か

ら
見

た
介

護
保

険
制

度
の

問
題

・
施

設
の

民
主

的
運

営
の

課
題

９

大
阪

　
城

東
老

人
ホ

ー
ム

施
設

長
　

宮
崎

　
佳

子

兵
庫

　
社

会
福

祉
法

人
き

ら
く
え

ん

法
人

事
務

局
長

　
細

岡
　

雄
二

１
０

－
Ⅰ

：
若

い
職

員
を

中
心

に

大
阪

　
い

の
こ

の
里

施
設

長
　

山
本

　
智

光

金
城

学
院

大
学

教
員

　
朝

倉
　

美
江

１
０

－
Ⅱ

：
中

間
管

理
職

を
中

心
に

北
海

道
　

か
り

ぷ
・
あ

つ
べ

つ

施
設

長
　

石
井

　
秀

夫

白
梅

学
園

大
学

教
員

　
佐

野
　

英
司

１
１

施
設

と
地

域
、

利
用

者
、

家
族

、
後

援
会

組
織

等
と

の
関

係
を

考
え

る

施
設

職
員

以
外

に
も

開
か

れ
た

オ
－

プ
ン

な
分

科
会

と
し

、
地

域
に

さ
さ

え
ら

れ
た

施
設

運
営

、
職

員
と

の
関

わ
り

を
引

き
続

き
論

議
し

ま
し

ょ
う

。
そ

し
て

福
祉

施
設

が
地

域
福

祉
の

拠
点

と
し

て
地

域
づ

く
り

を
と

も
に

進
め

て
い

く
た

め
論

議
を

深
め

ま
し

ょ
う

。
後

援
会

の
立

場
の

方
、

家
族

会
の

方
の

参
加

歓
迎

し
ま

す
。

・
地

域
に

根
ざ

し
た

施
設

運
営

・
後

援
会

活
動

の
交

流
、

後
援

会
活

動
と

職
員

の
関

わ
り

・
家

族
会

活
動

の
交

流
、

家
族

会
活

動
と

職
員

の
関

わ
り

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

つ
い

て
・
苦

情
や

意
見

か
ら

み
た

利
用

者
、

家
族

、
地

域
の

声
と

施
設

運
営

へ
の

反
映

・
利

用
者

ア
ン

ケ
－

ト
の

と
り

く
み

・
地

域
の

要
望

に
応

え
た

法
人

の
自

主
的

事
業

の
と

り
く
み

等
・
福

祉
の

ま
ち

づ
く
り

の
活

動

１
１

東
京

　
白

十
字

ホ
ー

ム

施
設

長
　

西
岡

　
修

大
妻

女
子

大
学

教
員

　
井

上
　

修
一

※
座

長
・
助

言
者

は
、

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

ご
了

解
く
だ

さ
い

。
※

会
場

の
定

員
に

達
し

次
第

、
「第

2
希

望
」
の

分
科

会
に

ご
参

加
い

た
だ

く
こ

と
に

な
り

ま
す

の
で

お
申

し
込

み
は

お
早

め
に

お
願

い
し

ま
す

。
（申

込
用

紙
参

照
）

１
０

育
ち

あ
い

・
育

て
あ

う
職

場
づ

く
り

（
若

い
職

員
の

立
場

か
ら

）
福

祉
の

現
場

で
の

働
き

が
い

と
生

き
が

い
に

つ
い

て
大

い
に

語
り

合
い

ま
し

ょ
う

。
・
若

者
の

率
直

な
声

の
レ

ポ
ー

ト
・
ど

の
よ

う
な

福
祉

に
働

く
職

員
に

な
り

た
い

か
・
研

修
や

職
場

運
営

に
の

ぞ
む

も
の

・
学

び
あ

い
育

ち
合

え
る

職
場

運
営

の
経

験
　

等
（
中

間
管

理
職

職
員

の
立

場
か

ら
）

き
び

し
い

情
勢

に
立

ち
向

か
い

、
働

き
が

い
あ

る
職

場
づ

く
り

の
基

礎
は

民
主

的
運

営
で

す
。

中
間

管
理

職
の

立
場

の
方

の
悩

み
も

率
直

に
出

し
合

い
な

が
ら

議
論

で
き

る
よ

う
積

極
的

な
参

加
を

期
待

し
ま

す
。

・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
と

り
方

・
職

場
会

議
の

持
ち

方
や

職
場

運
営

・
職

場
の

中
で

の
中

間
管

理
職

が
果

た
す

役
割

・
各

施
設

の
研

修
制

度
、

人
材

育
成

の
取

組
み

の
実

践
　

等
・
職

場
に

お
け

る
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

の
課

題
（
長

く
働

き
続

け
ら

れ
る

職
場

）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



 
 
 
 　昨年の第７回職員研究交流集会は、富山県の宇奈月温泉で開催され、４２５名もの参加者が多いに学び、交流を深め

ました。
　２日目におこなわれた分科会では、大きなテーマを持つ分科会が１２ヵ所つくられました。さらに、その１２ヵ所の分科会を各
現場のテーマにあわせ、２３の分散会を構成し、全国から１０７本もの実践報告が寄せられました。
　日々、一生懸命高齢者に寄り添いながら、ゆたかな援助実践を続けられている全国のみなさん。

　ぜひとも日ごろの地道な実践を大阪に持ちより、ともに学び合い、“明日からのエネルギー”に変えて
いきましょう！前頁の分科会一覧表をご参照のうえ、発表をご検討ください！！お待ちしております。

　　　　発表していただける方は、次ページ「演題募集のエントリー」用紙に必要事項をご記入の上、２１・老福連事務局までFAX
にてお送りください。この「演題募集のエントリー」は９月１０日（水）が締め切りです。

　　　　なお、当日、参加者にお配りする資料集に掲載の「発表原稿」は、下記「研究・実践報告の提出について」をご参照の上、
９月３０日（火）までにご提出下さい。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１． 様式：下記のとおり　　　　　　　　　　　　　＊文書はワードにて作成のこと
　
　　　　　　　　　タイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇（フォントサイズ12）
　　　　　　　　　　　－サブタイトル〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇－（フォントサイズ９）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都道府県名　所属の施設種別名　　　　　　　施設名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　　氏名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（都道府県名以下フォントサイズ10.5）

　　　　　　　（章立てをする場合は次の数字を当てる）　　　　１　→章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　　　　　１）→節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              　　　①　→項
○用紙サイズはＡ４／余白：上下・左右とも２０ミリ／横書き／１行４５字・１枚４５行／（概ね２～４枚程度）
○＜本文の文字＞⇒ＭＳ明朝、フォントサイズは１０．５　＜タイトル＞⇒は上記例示のように　　　　　で囲み、文字はＭＳゴシッ
　ク。（フォントサイズは、タイトルは１２、サブタイトルを付す場合はフォントサイズ９、その他は１０．５とする。）
○Wordﾌｧｲﾙ名：【〔分科会No〕〔県名〕_〔施設名〕_〔氏名〕】　　（例）1-2　大阪_いのこ_吹田花子
○章立てをする場合には、章に１，２，３の数字、節に１），２），３）のように片　）の数字、項に①②③の囲いのある数字を用い、
　本文との違いを明確にするため、文字はＭＳゴシックとする。
○発表方法は資料集に掲載されたレジュメ等に基づくものとする。パワーポイント等使用する場合は原稿提出時に再度連絡を。
○発表原稿のワード文書に写真等を添付して送信される場合、ある程度容量が大きい分については別途記憶媒体に保存の
　上、郵送にて送付していただくようお願い致します。
○研究交流集会に参加できない方々とも実践交流を図る主旨で、研究・実践報告（発表）された内容を情報交流誌「ぽとぽら」

　の特集記事として取り上げることもございます。ご承知おきください。

２．提出期限：　９月３０日(日)必着

３．提出先：Ｅメールにて　Ｗｏｒｄファイルを添付
　　　　◆さくら苑（担当：正森）アドレス　【 Ｅ－mail　info@kobatokai.jp 】まで！！

　２１・老福連第８回職員研究交流集会の成功のため、研究・実践報告をもってご参加いただきたく、発表原稿
をお待ちしております。つきましては、当日配布の資料集に掲載する原稿を下記のとおりご提出いただくようお
願い申し上げます。提出いただいた原稿はそのまま資料集として印刷させていただきます。



 
 
 
 
 
 「演題募集のエントリー」〆切は９月１０日（水）です

　下記用紙に必要事項をご記入いただき、老福連事務局までＦＡＸで
　 送信願います（番号　０７５－４９４－１１３５）！

 
 
 

「発表原稿」の提出〆切は９月３０日（火）です
　さくら苑（担当：正森 まさもり）　【Ｅ－mail　info@kobatokai.jp】まで！！
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